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【新規性および期待される効果】

①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
　従来技術(水準測量)によって計測した長大吊橋橋桁の標高値には、全面通行止めを行わない限り一般通行車両によるたわみの影響が
含まれ無載荷標高値を得ることができなかった。また、現場での計測作業時間が長く、全体の計測には二夜間を要していた(若戸大橋
の例)。
　さらに、主ケーブルの外周温度をもとに基準温度標高値に補正していたが、ケーブル断面内部の温度を適切に評価できておらず、経
年変化量を正しく求められていない可能性があった。そこで、下記1)～3)の技術を導入した。

 1).二点同時計測法
　　任意計測点上の路面に一時停止させたMAT車(プリズムを装備した車両)および橋桁内の基本計測点(活荷重たわみが大きく発
  生しやすい点)の二点に取付けたプリズムを、地上に設置した2台の自動追尾型測距儀により同時に視準し、標高値を計測する
  手法である。MAT車は橋桁内の全計測点を順次移動する。
 2).標高評価補正法
　　計測した載荷状態における標高値を通行車両によって発生していたたわみ変位相当量分で補正し、無載荷標高値を得る方法
  である。
 3).主ケーブル断面温度推定法
　　実測時の主ケーブル温度における標高値を基準温度における標高値に補正するため、模型ケーブルの外周温度と断面温度か
  ら熱伝導係数を解析で求め、この値をもとに主ケーブルの断面平均温度を推定する方法である。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

 1).一般車両の通行状態であっても、標高評価補正法により無載荷標高値に補正
  することができる。計測一点あたりの計測時間は、最長10分程度である。なお、
  計測中に基本計測点が10秒程度以上連続してたわみ変動していない場合には、
  同時計測している任意計測点も無載荷状態と判定でき、短時間で無載荷標高値
  を得ることができるため計測時間を大幅に短縮できる。
 2).主ケーブル断面温度推定法により、標高に影響を及ぼす主ケーブル断面温度
  を推定できることから、実測時の温度状態にかかわらず基準温度標高値に補正
  することができる。

以上より、基準温度・無載荷標高値を得て、経年変化量を把握することができる。

【適用範囲】
　①適用可能な範囲
　　・長大橋梁全般
　②特に効果の高い適用範囲
　　・ケーブルを使用した吊橋、斜張橋等
　　・活荷重や温度変化のたわみの影響により、標高変化を受けやすい橋梁
　　・交通量が多く無載荷状態がほとんど発生しない橋梁
　③適用できない範囲
　　・地上の計測基準点が橋梁の近傍に設置できない橋梁
　④適用にあたり、関係する基準およびその引用元
　　・若戸大橋維持管理の手引き(案)
　　・関門橋点検の手引き
　　・関門橋点検整備要領(案)
　　・関門橋点検実無揺藍(案)その1(形状測定)
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①何について何をする技術なのか?
長大橋梁において、一般車両の通行状態で計測した橋桁の標高値を無載荷標高値に補正するとともに、長大吊橋の場合は、実測時の主ケーブ
ル外周温度をもとに推定した断面平均温度により基準温度標高値に補正し、経年変化量を求める技術である。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
一般車両の通行状態において、水準測量により橋桁の標高値を計測していた。長大吊橋の場合は、その値を主ケーブル外周温度により基準温
度標高値に補正し、経年変化量を求めていた。
③公共工事のどこに適用できるのか?
長大橋梁の維持管理における橋桁の標高計測
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